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　8月1日は台風5号が接近した日であったが，その他の

降雨は前線性のものであった．この表のよろに単位面積

あたり，落下数は場所による差異が大きい．葉の下に当・る

ところでは頻繁に落下するところもできるわげである．

　葉滴による土壌侵蝕は雨滴よりも衝撃侵i蝕が大きいと

・とは考えられるが，また葉滴の檬相は雨の様相と密接な

関係が認められるけれども地表条件もそれに劣らず関連

してくる．地表条件はその土地の傾斜や下草条件以外に

土壌の組成1団粒状態，土壌水分などにも関連がある．

本文ではそれらについて掲記できないが第1図によ『って

大体の様子は察知されよ5．

　要するに果樹園のニヒ壌健蝕では表面侵蝕以外に衝撃侵

蝕もかなり大きい役割をなしていることが鋼る．

　　　　　　　　　　　　　　　　（気象研究所）
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雨滴や雪片の連続観測

丸山晴久，浜』 昊　一

中に濾紙を通してよく乾かすといろことをした．このよ

ろにすれば色素の微粒子は紙の組織の中に一康に分散し

固着して色素の不均一はなくなり面の凸凹もさげられ高

湿度にたいしても着色するよ5なこともなくなり，水に

ふれればはっきりした青色の痕跡ができる．Water　blue

はこまかいほどよい．石油（叉はガソリゾ）500ccに粉

末を19位の割合で入れてよく振り大粒の粒子の沈澱を

待って数倍の石油（叉はガソリソ）中に適量を移してろ

すめ，この液中に濾紙を速やかに通して乾かすのであ

る．この液の濃度は色素の粒子の細かさに応じて加減し

なくてはならない．乾かす前に少し水をつげて見て着色

する最小の濃度がよくこの位のろすめのものは乾いた後

においては外見では色素がついているかどうかわからな

い位である．

　紙は東洋濾紙の「コソデシサー用ぺ一パーNo・1511」

を使った．これは薄手（厚さ0．11mm）で紙面の昂凹が

少い．，この条件は大粒の雨にたいしてもはねをおこしに

くくする．Water　blueで処理したこの紙に微水滴を

5ければやや楕円形の跡ができる．この紙は長巻きであ

るからあらかじめ適当な巾に切っておけば任意の長さの

テープがえられる．

　§2検定
　水滴の質量と痕跡の面積叉は大きさとの関係をあらか

じめ求めておかなければならない．吸牧法の場合は痕跡

の大きさは水滴の落下速度にはほとんど影響されないか

ら検定は比較的簡単である．ミク・ピュレットより落ち

る1滴の水の質量は流出する速度が一定ならばほとんど

等しいから浩費した水の量を滴数で割れば1滴の亭均の

質量が求まる．これにその滴による紙の痕跡の面積叉は

大きさを対応させる方法を用いた．先端の口径を変える

ことにより0．5mgすなわち直径約1mの水滴までえら
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　序論

　降水要素（雨滴，雪，霰，電，雪片など）の大きさの

分布（粒度分布）や質量分布の測定およびその時間的な

変化や室間的（水李，垂直）な変化を観測することは降

水磯構の研究やレーダーによる降水の彊さり推定などに

たL《して比較的重要な役割をもっている．雨滴の測定法

については，今日までいろいろな方法が考案され叉改良

・されて来ており，マィクロ永ソや光電管を用いて雨滴の

落下のエネルギーや散光の彊さを電流に変え増巾して大

．きさ別に分げて積算記録し，分布の時簡的変化を直接に

求めない方法も試みられている．

　しかし雨滴以外の降水要素についての測定法に関して

は余りやられていない．孫野氏は印画紙を用いて降水要

素の観測を試みられたが雪片など固体の降水要素の質量

を直接に求められないし，連続的に記録することは困難

なよ5である．

　ここに従来の濾紙による吸牧法を改良して雨滴，雪

片，あられ，みぞれなどにたいして一貫してそれらり個

々の質量を連続的に記録することができる方法をみいだ

したので報告する．

　§1濾紙の処理

　濾紙上に雨滴を受げて吸いとらせそのひろがりをはか

り雨滴の大きさをもとめるいわいる吸牧法といわれてい

る方法はA．Defant（1905）が，あらかじめ紙面障エ

オシソ色素の粉末をつげておき雨滴の痕跡を固定するこ

とを考案してより広く用いられている．

　　しかしこの方法では湿気に弱く粉が飛散し面に凸凹が

できたり不均一になり易いなどの欠点のため長時間の記

録には不向きである．そこで水によくとげてきれいな青

色を呈する色素，Water　blueの細くすりつぶした粉末

を用い，それを石油叉はガソリソに懸濁させて，その液
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れた．それ以下の範囲についてはビュレットの先よりに

じみ出る水を…定時間ごとに吸い取る方法によった．

　紙面にのった水が一様に吸取られてひろがるとすれば

水の体積は痕跡の面積に比例する．すなわち水の質量を

M，密度を1とし，痕跡の面積をA，紙の厚さα，紙の

見かけの体積のうち室隙の占める割合をびとすれば，
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Xl♂

　4
訟
Σ

Σ

）　3
＜

2

1

〃＝0，0343／1

　　0　　20　40　60　80　！00　120
　　　　　　　　　　　　　　　　　　卜1　（門G）

　　　第1図　7kの質量（M）と紙の痕跡の面

　　　　　　　積（五）との関係

　第1図はこの関係を実験より求めた図でMと

Aは直線的な（2）の関係を示しており（1）式が

成立っていることが証明される．

　　ハ4（mg）＝O．0343／4（mm2）・一・（2）

　紙の厚さα＝0．11mmであるから，σ＝0．312

となりこの紙の室隙の占菊る割合は約β割程度

であることがわかる．（2）式は痕跡の形のゆが

んでいるよろな時に便利である．しかし雨滴な

の関係を求めた．その結果次式をえた．

7，認＝躍瀦謝一
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（3）『

　4とPとの関係を第2図に示す．実線は（3）式より計

算されたカ．一ブで○は実験値の各大きさにおげる亭均で

ある．（3）式より4を一定間隔にとつた時のjDの値を目

盛ったスケールを作成しておくと便利である．（写．眞1）

　この関係式はコソデソサー用ぺ一パーNo1511につい

てえられたものであるから他の濾紙を用いれば常数は実

測できめなければならないが（1）式は成立つものと考え

られる．．この方法は一般に少量の水の質量の簡単な測定

法として応用することが出来る．

　§3言己録装置

　その概略は第3図に示したよらにしごく簡単なもので

ある．巾10cmのWater　blue処理したテープ（T）のは

しをドラム（D）に取付げる．ドラ云はシソクロナスモー

ターにより10分聞（叉はギヤーを替えることにより2，

分間）に1廻転するからテープは6cm／mm叉は30cm／m

m）の速度で邊られる．ドラムの直径は20cmもあるか

どの測定に際しては痕跡の大きさと水滴の質量叉は球形

とした時の直径との関係が便い易い．水滴の場合の痕跡

は大体相似した惰円形となるのでその長軸方向の直径を

Pとすればその面積はZ）2に比例する．そこで前記の方

法で実験して水滴の質量M及ぴ球形≧した時の直径4と
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写眞1粒度分布用スケール
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水滴の直径（4）とその痕跡の

直径（P）との関係

　　　第3図　雨滴，雪片の記録装置
」T，テープ　Z）．ドラムS，スリツトL，ランプ

らテープの速度は略一定と見倣せる．降雨や降雪の強さ

に応してスリット（S）の巾は適当に変えられ露出時聞を

調節する．降雪の観測の時にはラソプ（L）を1ケ叉は2

ケ点灯して紙面を暖めて雪片をとかし同時にその飛散す

るのを防ぐ，このジソプ1ケは20Wである．この装置

はなお改良の余地はあるが，とにかく簡便であるから広

い地域の向時観測に用いられる．

　§4雨滴の観測

　雨滴の時は落下のエネノセギーがあるため速やかにひろ

がる．しかし大粒になるとややはねができるし，滴が重

脅
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　　なることもあり，形もきれいな楕円形でないのが現れる

贈　ので或程度の誤差はまぬがれない．しかし分布の形には
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　　　第4図　雨滴の粒度分布の時問的変化

鍵…1樹難雛、、，軽

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　畳

・大した影響はないと思われる．’昨年（1953）9月30日

の降雨時の記録より読取った粒度分布の変化の一部を第

4図に示す．分布の山の移動がよくわかるがこの大きな

山の現れは約15分から20分ごとに繰返されている♪こ

の資料の一部を写眞皿にしめした．

　§・5　雪片∋あられ，みぞれ等の観則

＝＝気温の低い時の降雪は雪の結晶が個々に降っていて雪

片は小さく雪の結晶が精々数個程度集合したものであ

る．気温OOc附近にては大きな雪片がよく観測される．
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第5図は今年（1954年）の1月30月に中宮詞測候所

において観測した雪の水滴とした時の大きさの分布（以

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　働
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下単に粒度分布といろ）で気温は一11．30c，結晶形は粉

雪であった、

　雪片，あられについて一は2月14日の東京の降雪時に

観測した．この観測の解析は目下行っているがこの記録

により雪片の大きさ及び粒度分布の変化をはっきり1とら

えることが出来た．第6図はその一部の粒度分布で9・03

4mgすなわち水滴の直径で約0．4mmの大きさの粒子

が最も多い．ここに山をもつ性質は大きな雪片が現れ始

めても変らない．この時の気温は10c内外で結晶形は雲

粒付樹枝状結晶叉は立体樹枝であったからこの程度の大

きさは結晶1つの大きさでありこの山の附近以下は個々

の結晶であると考えられる．叉あられはきれいな痕跡を

残し見掛けの直径3mmのものが1．75mgであった．こ
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第6図・大きな雪片の含まれる降雪の分布
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の日の降雲は14時過ぎより大きな雪片が現れはじめ観

測された最も大きい雪片は15時25分にえられ，質量

57．5mg水滴直径にして4．8mmもあった．写眞皿はそ

の痕跡である．

　結　　論　　　　　　　・

　1　Water　blueの微粒子を石油中に懸濁させた液中

に濾紙を通し色素を洗着させる方法により今までの吸牧

法より取扱が便利で精度を上げることができて蓮続記録

も容易になった．

　2　記録装置は取扱いが簡便で比較的安価であり，持

蓮ぴも便利である．

　3　この装置は雨滴，雪片，あられ，みぞれ等を一貫

して記録することができる．

　絡りにこの研究にたいし種々御指導御援助して下さっ

た伊東彊自先生，御討論して下さった雨グループの方々

に深く感謝する．　一　　　　　一　　（気象研究所）
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